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２
０
１
７
年
が
幕

明
け
し
早
１
か
月
が

経
過
し
た
。
あ
ま
り

に
も
穏
や
か
な
新
年

の
ス
タ
ー
ト
に
、
こ

の
ま
ま
自
然
災
害
の

少
な
い
１
年
に
な
れ

ば
と
思
い
を
寄
せ
る
。

２
０
１
６
年
を
振
り
返
れ
ば
、
熊

本
を
は
じ
め
と
す
る
各
地
で
の
地

震
や
日
本
列
島
を
襲
っ
た
相
次
ぐ

台
風
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
▼
特
に

台
風
10
号
は
久
慈
・
岩
泉
地
区
に

甚
大
な
爪
痕
を
残
し
た
。
さ
ら
に

新
潟
県
糸
魚
川
市
の
大
規
模
火
災

は
、
折
か
ら
の
強
風
に
あ
お
ら
れ

約
１
４
０
棟
あ
ま
り
が
焼
け
る
事

態
と
な
り
、
「
自
然
災
害
」
と
認

定
さ
れ
て
い
る
。
日
本
全
国
ど
こ

で
も
災
害
が
起
き
る
環
境
の
中
で
、

改
め
て
「
交
運
共
済
」
加
入
の
見

直
し
を
図
り
手
厚
い
補
償
が
必
要

だ
▼
国
鉄
が
分
割
民
営
化
し
Ｊ
Ｒ

発
足
30
年
と
な
る
。
あ
の
時
職
場

で
何
が
行
わ
れ
、
我
々
は
ど
う
闘

っ
て
き
た
の
か
。
国
労
＝
マ
イ
ナ

ス
と
植
え
つ
け
ら
れ
「
脱
退
し
な

け
れ
ば
新
会
社
に
は
行
け
な
い
」

と
デ
マ
が
飛
び
交
い
、
職
場
の
雰

囲
気
は
悪
く
な
る
ば
か
り
。
職
場

に
は
求
人
情
報
が
貼
ら
れ
、
大
先

輩
や
20
代
の
若
い
仲
間
も
職
場
を

去
っ
て
行
っ
た
。
共
に
最
後
ま
で

闘
っ
て
き
た
仲
間
も
家
庭
に
矛
先

が
向
け
ら
れ
や
む
な
く
脱
退
へ
。

と
て
も
晴
々
と
し
た
気
持
ち
で
Ｊ

Ｒ
へ
入
社
し
た
記
憶
は
な
い
。
し

か
し
、
あ
れ
か
ら
30
年
。
情
勢
は

大
き
く
変
化
し
、
国
労
＝
マ
イ
ナ

ス
イ
メ
ー
ジ
は
私
た
ち
が
自
ら
拭

い
去
る
こ
と
が
必
要
だ
。
少
な
く

と
も
国
労
の
先
輩
を
支
持
し
、
気

軽
に
相
談
し
て
い
る
若
手
社
員
も

い
る
▼
大
変
き
び
し
い
攻
撃
に
耐

え
抜
き
、
組
織
を
守
っ
て
き
た

我
々
に
は
大
き
な
使
命
が
残
っ
て

い
る
。
そ
れ
は
信
頼
で
き
る
労
働

組
合
と
し
て
、
決
し
て
少
数
派
に

甘
ん
ず
る
こ
と
な
く
多
数
派
に
転

じ
る
こ
と
。
若
い
組
合
員
の
仲
間

を
増
や
し
、
結
成
70
年
の
国
労
運

動
を
引
き
継
ぎ
、
鉄
道
人
生
を
笑

顔
で
過
ご
し
た
い
（
孝
）

　　

　

１
月
と
は
思
え
な
い
積
雪
の
少
な
さ
の
中
、
青
森
支
部
「
第
１
回
地
区
協
・
分
会
代
表
者
会
議
」
と
盛

岡
支
部
「
地
区
協
・
分
会
代
表
者
会
議
」
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
た
。

　

会
議
で
は
東
日
本
本
部
か
ら
情
勢
報
告
が
行
わ
れ
、
強
調
さ
れ
た
の
は
「
他
労
組
に
お
い
て
ス
ト
権
確

立
投
票
を
巡
っ
て
組
織
内
部
が
混
乱
し
、
国
労
組
合
員
に
不
満
を
漏
ら
し
た
り
脱
退
者
も
出
て
い
る
状
況

に
あ
る
。
変
化
に
対
す
る
機
敏
な
対
応
が
国
労
に
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。

　

２
月
20
日
か
ら
全
分
会
オ
ル
グ
が
取
り
組
ま
れ
る
。
仲
間
の
不
満
か
ら
職
場
の
運
動
が
始
ま
る
だ
け
に
、

組
織
拡
大
を
意
識
し
つ
つ
、
現
場
で
掴
ん
だ
声
や
不
満
を
分
会
・
地
区
協
・
支
部
・
地
本
・
東
日
本
本
部

で
共
有
す
る
組
織
運
動
の
活
性
化
が
私
達
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
た
い
。

　

な
お
、
両
支
部
と
も
会
議
終
了
後
は
旗
開
き
を
開
催
し
、
組
合
員
の
交
流
を
深
め
た
。

全
分
会
オ
ル
グ
を
開
催
し

加
入
の
取
り
組
み
進
め
る

情報を共有し組織拡大に取り組もう
◇両支部で地区協・分会代表者会議開催◇◇両支部で地区協・分会代表者会議開催◇

新規採用者対策会議

東
日
本
内
の
現
状
・
取
り
組
み
報
告

「
東
日
本
本
部
委
員
長
・
書
記
長
」

憲法を活かす「活憲」の闘いを

　

青
森
支
部
の
会
議
は
１
月
８
日
、

青
森
市
の
「
ハ
ー
ト
ピ
ア
ロ
ウ
フ

ク
」
で
開
催
さ
れ
、
機
関
代
表
者

等
31
人
が
出
席
し
た
。
東
日
本
本

部
か
ら
菊
池
忠
志
委
員
長
、
地
方

本
部
か
ら
は
佐
々
木
力
委
員
長
、

沢
田
光
広
書
記
長
、
菊
池
要
悦
組

織
部
長
が
出
席
し
た
。

　

会
議
は
阿
部
一
久
支
部
委
員
長

を
座
長
に
選
出
し
進
行
。
田
崎
秋

弘
支
部
書
記
長
か
ら
①
組
織
強

化
・
拡
大
に
向
け
て
②
エ
ル
ダ
ー
、

再
雇
用
制
度
に
つ
い
て
③
次
期
衆

議
院
選
挙
闘
争
勝
利
に
向
け
て
な

ど
の
提
起
を
受
け
て
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
、
「
40
歳
代
の

主
任
、
助
役
が
輸
送
職
場
に
お
ら

ず
、
将
来
の
職
場
の
軸
と
な
る
人

が
い
な
い
」
「
国
労
組
合
員
へ
見

習
い
が
付
く
。
２
ヶ
月
間
寝
食
を

共
に
す
る
だ
け
に
、
色
々
話
を
し

て
い
き
た
い
」
「
２
年
弱
と
、
若

手
社
員
の
異
動
が
早
い
。
テ
ー
ブ

ル
も
短
期
間
で
移
る
の
で
き
ち
ん

と
習
得
で
き
て
い
る
の
か
心
配
」

と
人
材
育
成
と
技
術
継
承
に
つ
い

て
職
場
の
実
態
か
ら
見
た
不
安
、

心
配
が
多
く
報
告
さ
れ
た
。
組
織

拡
大
の
取
り
組
み
に
向
け
た
財
政

的
支
援
、
組
織
対
策
費
の
必
要
性

も
出
さ
れ
た
。
エ
ル
ダ
ー
関
係
で

は
、
「
地
元
発
令
を
求
め
た
い
」

「
再
雇
用
先
提
示
が
か
な
り
遅
く

な
り
、
不
安
を
抱
え
て
い
る
。
車

両
改
造
等
の
新
た
な
業
務
掘
り
起

し
が
さ
れ
て
い
る
が
、
ボ
リ
ュ
ー

ム
に
戸
惑
い
を
感
じ
て
い
る
」

「
『
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
』
の
配
置
で

労
組
の
偏
り
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
」
な
ど
の
課
題
が
出
さ
れ
た
。

　

発
言
を
受
け
、
組
織
拡
大
に
向

け
て
3
点
（
国
労
に
来
い
と
声
掛

け
を
す
る
、
会
社
行
事
に
参
加
す

る
、
加
入
用
紙
を
渡
す
）
を
取
り

組
む
こ
と
と
、
３
月
18
日
の
「
支

部
第
14
回
組
織
対
策
会
議
」
開
催

を
確
認
し
終
わ
っ
た
。

　

盛
岡
支
部
の
会
議
は
１
月
９
日
、

盛
岡
市
の
「
リ
リ
オ
」
で
開
催
さ

れ
、
機
関
代
表
者
等
40
人
が
出
席

し
た
。
東
日
本
本
部
か
ら
佐
藤
正

幸
書
記
長
、
地
方
本
部
か
ら
は
前

日
の
３
人
に
加
え
、
及
川
孝
教
宣

部
長
の
４
人
が
出
席
し
た
。

　

会
議
は
佐
藤
都
久
雄
支
部
副
委

員
長
を
座
長
に
選
出
し
進
行
。
菅

原
高
明
支
部
書
記
長
か
ら
「
組
織

拡
大
に
つ
い
て
」
の
提
起
を
受
け

て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
、
「
国
労
組
合

員
の
退
職
慰
労
会
へ
他
労
組
青
年

も
参
加
。
繋
が
り
を
大
事
に
し
て

い
き
た
い
」
「
他
労
組
青
年
が
職

場
の
忘
年
会
を
企
画
。
話
し
を
す

る
と
、
職
場
で
の
組
合
別
の
飲
み

会
に
疑
問
を
感
じ
て
い
る
と
の
こ

と
。
国
労
と
し
て
も
積
極
的
に
参

加
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
な
ど
、

こ
の
間
掴
ん
で
き
た
声
が
数
多
く

報
告
さ
れ
た
。

　

発
言
を
受
け
、
３
月
４
日
に
予

定
し
て
い
る
「
盛
岡
支
部
春
闘
交

流
集
会
」
へ
組
織
拡
大
に
向
け
た

各
分
会
の
取
り
組
み
を
持
ち
寄
る

こ
と
と
、
総
括
の
場
と
し
て
「
支

部
組
織
対
策
会
議
」
の
開
催
を
確

認
し
終
わ
っ
た
。

▽
２
月
11
日
（
盛
岡
）

　

第
17
回
盛
岡
地
方
電
気
協
議
会

定
期
委
員
会

▽
２
月
15
日
（
盛
岡
）

　

第
26
回
盛
岡
地
方
運
輸
協
議
会

３
分
科
会
交
流
会

▽
２
月
18
日
（
青
森
）

　

交
運
共
済
担
当
者
会
議
・
青
森

▽
２
月
19
日
（
盛
岡
）

　

交
運
共
済
担
当
者
会
議
・
盛
岡

▽
２
月
25
日
（
盛
岡
）

　

第
１
２
７
回
拡
大
地
方
委
員
会

▽
３
月
４
日
（
盛
岡
）

　

盛
岡
支
部
春
闘
交
流
会

　

地
方
本
部
は
、
「
２
０
１
７
年

度
新
規
採
用
者
対
策
会
議
」
を
１

月
21
日
、
盛
岡
市
・
国
労
会
館
で

開
催
し
た
。
昨
年
の
新
規
採
用
者

の
国
労
加
入
に
続
き
、
今
春
の
新

採
対
策
を
意
思
統
一
す
る
た
め
各

級
機
関
の
組
織
部
長
・
教
宣
部
長

を
中
心
に
40
人
が
参
加
し
活
発
な

討
論
を
行
っ
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
、
佐
々
木
力

委
員
長
が
「
昨
年
加
入
し
た
青
年

の
仲
間
を
増
や
す
た
め
、
新
規
採

用
者
だ
け
で
は
な
く
若
い
人
た
ち

の
加
入
に
向
け
、
も
う
一
歩
踏
み

込
ん
だ
決
意
で
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
」
と
挨
拶
し
座
長
に
就
任
し
た
。

　

続
い
て
東
日
本
本
部
の
武
田
幸

喜
組
織
部
長
が
、
「
組
織
対
策
会

議
は
何
回
も
開
催
さ
れ
て
き
た
が

全
組
合
員
に
周
知
さ
れ
て
い
な
い
。

全
組
合
員
が
情
勢
を
一
致
さ
せ
、

国
労
加
入
を
呼
び
か
け
る
こ
と
が

重
要
」
と
訴
え
た
。

　

そ
の
後
、
地
本
組
織
部
及
び
教

宣
部
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
提
起
を
受
け

全
体
討
論
へ
。
「
ス
ト
権
一
票
投

票
に
つ
い
て
内
容
が
理
解
で
き
ず

不
審
に
思
っ
て
い
る
若
手
が
い

る
」
「
新
採
は
毎
朝
、
廊
下
・
階

段
・
ト
イ
レ
な
ど
の
清
掃
を
行
っ

て
い
る
。
若
手
社
員
の
サ
ー
ビ
ス

労
働
も
多
い
」
「
貨
物
職
場
で
は

20
代
・
30
代
で
退
職
を
選
ぶ
人
も

多
い
」
と
の
報
告
の
一
方
で
、

「
新
採
以
外
の
若
い
組
合
員
向
け

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
必
要
で
は
」
と

い
う
意
見
も
含
め
７
人
が
発
言
し
た
。

　

沢
田
光
広
書
記
長
は
、
「
新
規

採
用
者
の
中
に
国
労
組
合
員
の
関
係

者
が
い
る
の
か
情
報
を
集
め
共
有

し
て
い
く
こ
と
が
大
事
。
新
規
採

用
者
の
対
策
は
、
こ
れ
ま
で
平
成

採
用
者
と
の
交
流
を
深
め
て
き
た

取
り
組
み
も
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
だ
け
は
や
っ
て
み
よ
う
と
い

う
取
り
組
み
を
全
分
会
オ
ル
グ
で

意
見
交
換
し
た
い
」
と
集
約
し
た
。

　

国
労
を
取
り
巻
く
情
勢
は
変
化

し
て
い
る
。
新
規
採
用
者
の
獲
得

か
ら
平
成
採
用
者
の
気
持
ち
に
影

響
を
与
え
、
大
胆
に
国
労
加
入
を

訴
え
よ
う
。

　

　

戦
争
を
さ
せ
な
い
！
岩
手
県
委

員
会
・
社
民
党
岩
手
県
連
合
・
平

和
環
境
岩
手
県
セ
ン
タ
ー
の
３
団

体
が
主
催
す
る
「
安
倍
政
権
の
暴

走
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
県
民
総
決
起
集

会
」
が
１
月
７
日
、
盛
岡
市
の
岩

手
県
公
会
堂
で
社
会
民
主
党
の

「
吉
田
忠
智
」
党
首
が
来
盛
し
開

催
さ
れ
た
。

　

吉
田
党
首
は
、
「
私
た

ち
を
取
り
巻
く
情
勢
と
、

衆
院
解
散
総
選
挙
の
争

点
」
と
題
し
約
60
分
間
に

わ
た
り
基
調
講
演
を
行
っ

た
。
集
会
に
は
、
安
倍
政

権
の
退
陣
と
憲
法
改
悪
反

対
を
訴
え
る
岩
手
県
民
・

労
組
団
体
ら
約
４
０
０
人

が
参
加
し
た
。
（
国
労
か

ら
は
組
合
員
・
家
族
を
含

め
25
人
が
参
加
）

　

集
会
に
先
立
ち
、
１
月

６
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
旧

社
会
党
で
衆
議
院
議
員
・
釜
石
市

長
を
務
め
ら
れ
た
小
野
信
一
さ
ん

に
哀
悼
の
意
を
込
め
て
黙
と
う
が

捧
げ
ら
れ
た
。

　

基
調
講
演
で
吉
田
党
首
は
、
秋

以
降
と
さ
れ
る
解
散
総
選
挙
に
つ

い
て
、
「
い
つ
解
散
し
て
も
い
い

よ
う
に
準
備
を
し
て
い
く
」
と
し
、

安
倍
政
権
が
進
め
る
憲
法
改
正
に

つ
い
て
は
、
「
憲
法
を
活
か
す
運

動
を
国
民
に
定
着
さ
せ
た
い
」
と

し
て
〝
活
憲
〞
を
訴
え
た
。

　

集
会
は
、
平
和
環
境
岩
手
県
セ

ン
タ
ー
の
野
中
議
長
の
音
頭
で

「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
を
三
唱
し

閉
会
し
た
。
参
加
者
は
、
安
倍
政

権
の
退
陣
や
自
衛
隊
の
南
ス
ー
ダ

ン
派
遣
反
対
な
ど
を
訴
え
な
が
ら

デ
モ
行
進
を
行
っ
た
。

安倍政権の暴走ストップ！

岩手県民総決起集会・400人参加

＝青森支部の代表者会議で組織拡大の取り組み
　などを訴える菊池東日本本部委員長＝

＝盛岡支部の代表者会議では、佐藤東日本本部
　書記長が取り組みを訴えた＝

◇盛岡の現状・取り組みを訴える菊池組織部長◇

「
国
労
か
ら
も
集
会
・
デ
モ
に
25
人
が

　
参
加
し
た
」



国　　労　　盛　　岡 2017年２月10日（２）
組合員の購読料は
組合費の中に含む（ ）（ ）昭和29年12月25日

第３種郵便物認可
（１部30円）

発行定日　毎月10日

厳
し
い
現
場
か
ら
の
実
態
報
告

　
改
善
に
地
方
本
部
と
努
力
す
る

春
闘
、
労
働
条
件
等
で
議
論

第
１
２
７
回
拡
大
地
方
委
員
会

安
全
輸
送
確
立
の
闘
い
の
継
続
が
使
命
だ

第
26
回
岩
手
県
交
運
労
協
定
期
総
会

＝＝２月25日＝＝

両
支
部
で
　
団
結
・
躍
進
旗
開
き

2017

　

盛
岡
地
方
運
輸
協
議
会
は
第
29

回
定
期
委
員
会
を
12
月
14
日
に
盛

岡
国
労
会
館
４
階
会
議
室
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

協
議
会
を
代
表
し
小
野
寺
議
長

は
、
「
職
場
の
効
率
化
・
業
務
委

託
・
駅
の
無
人
化
・
ワ
ン
マ
ン
運

転
の
拡
大
な
ど
、
我
々
の
職
場
が

ど
ん
ど
ん
減
ら
さ
れ
安
全
・
安
定

輸
送
が
脅
か
さ
れ
る
。
今
後
の
取

り
組
み
な
ど
積
極
的
に
意
見
を
出

し
合
い
有
意
義
な
委
員
会
に
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
挨
拶
。
次
に
、

地
方
本
部
を
代
表
し
菊
池
組
織
部

長
、
東
日
本
運
輸
協
議
会
を
代
表

し
菊
地
議
長
か
ら
来
賓
挨
拶
を
受

け
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
「
長
年
、
お
問

い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
、
駅

職
場
へ
の
復
帰
を
求
め
た
が
叶
わ

ず
。
お
問
い
セ
ン
タ
ー
の
削
減
を

提
案
さ
れ
る
と
職
場
復
帰
へ
。
ブ

ラ
ン
ク
が
あ
る
中
、
見
習
い
期
間

が
短
く
苦
労
し
て
い
る
。
区
界
駅

の
突
然
の
休
止
、
小
岩
井
駅
の
業

務
委
託
の
提
案
な
ど
、
効
率
化
が

進
ん
で
い
る
」
（
松
島
委
員
・
盛

岡
駅
連
合
）
「
東
日
本
大
震
災
で
、

宮
古
〜
釜
石
間
は
、
ズ
タ
ズ
タ
に

さ
れ
三
陸
鉄
道
に
無
償
譲
渡
、
さ

ら
に
台
風
10
号
の
更
な
る
被
害
で
、

３
箇
月
も
動
か
な
く
な
り
、
バ
ス

代
行
な
ど
の
振
替
な
ど
で
苦
労
し

た
」
（
留
場
委
員
・
宮
古
地
域
）

「
組
織
人
員
減
少
に
よ
り
、
組
織

運
営
の
見
直
し
や
規
約
の
改
訂
等

を
し
な
い
と
対
応
で
き
な
く
な
る

の
で
早
急
の
見
直
し
を
し
て
欲
し

い
」
（
伊
藤
委
員
・
盛
岡
運
輸

区
）
「
蟹
田
駅
の
人
員
削
減
に
よ

り
、
４
人
で
回
す
日
勤
体
制
に
な

り
、
ポ
イ
ン
ト
油
付
け
、
管
理
駅

の
清
掃
等
、
管
理
駅
で
な
い
青
森

駅
か
ら
派
遣
さ
れ
た
。
青
森
〜
新

青
森
〜
弘
前
間
、
夕
方
等
、
２
両

編
成
で
混
む
の
で
３
両
に
し
て
欲

し
い
」
（
木
村
委
員
・
青
森
駅
連

合
）
「
津
軽
線
の
蟹
田
駅
が
削
減

さ
れ
た
為
、
19
時
以
降
の
列
車
の

遅
れ
放
送
が
入
ら
な
い
等
、
お
客

様
が
困
っ
て
い
る
」
（
京
野
委

員
・
青
森
運
輸
区
）
「
お
問
い
合

わ
せ
セ
ン
タ
ー
か
ら
10
年
ぶ
り
の

駅
現
場
復
帰
、
ブ
ラ
ン
ク
と
年
の

せ
い
か
、
忘
れ
て
し
ま
い
苦
労
し

て
い
る
が
自
分
で
希
望
し
た
の
で

頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
（
工
藤
委

員
・
盛
岡
駅
連
合
）
と
報
告
や
要

望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
役
員
改
選
を
行
い
、
１

年
間
の
運
協
活
動
を
地
方
本
部
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
進
め
る
事
を

確
認
し
、
小
野
寺
議
長
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し
ま
し
た
。

　

新
役
員
体
制
三
役
は
次
の
通
り
。

　
　
　
　
　

◇

議　

長　

小
野
寺
俊
彦

　
　
　
　

（
盛
岡
駅
連
合
分
会
）

副
議
長　

長
谷
川
勝
美

　
　
　
　

（
北
上
駅
連
合
分
会
）

副
議
長　

西
野　

利
行

　
　
　
　

（
盛
岡
運
輸
区
分
会
）

事
務
長　

辻　
　

俊
春

　
　
　
　

（
青
森
運
輸
区
分
会
）

　
　
　
　
　

◇

※
報
告　

辻　
　

俊
春　

　

「
岩
手
県
交
通
運
輸
産
業
労
働

組
合
協
議
会
第
26
回
定
期
総
会
」

が
、
12
月
13
日
盛
岡
市
・
エ
ス
ポ

ワ
ー
ル
い
わ
て
に
於
い
て
、
単

産
・
単
組
の
代
議
員
な
ど
45
人
が

参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
は
森
茂
副
議
長
（
全
自
交

労
連
岩
手
地
方
本
部
）
の
開
会
あ

い
さ
つ
で
始
め
ら
れ
、
総
会
議
長

に
小
田
島
裕
幸
代
議
員
（
Ｊ
Ｒ
総

連
岩
手
県
協
議
会
）
を
選
出
し
て

進
め
ら
れ
た
。

　

幹
事
会
を
代
表
し
て
柴
谷
正
孝

議
長
（
運
輸
労
連
岩
手
県
連
合
）

は
、
「
今
年
は
自
然
災
害
が
多
か

っ
た
年
で
あ
る
。
厳
し
い
環
境
の

中
、
被
災
地
に
物
資
を
運
ぶ
交
運

労
協
加
盟
の
労
働
者
の
奮
闘
に
感

謝
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
労
働
者

の
待
遇
が
報
わ
れ
て
い
る
か
と
言

え
ば
疑
問
に
感
じ
る
。
青
山
交
通

が
年
末
に
破
産
申
請
。
不
安
な
環

境
で
年
末
を
迎
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
多
く
の
組
合
員
・
家
族
を
支

援
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
い
。
今

年
１
月
に
は
軽
井
沢
ス
キ
ー
バ
ス

事
故
で
若
い
尊
い
生
命
が
奪
わ
れ

た
。
私
た
ち
は
安
全
な
輸
送
に
向

け
た
闘
い
を
継
続
す
る
こ
と
が
第

一
の
使
命
で
あ
る
。
岩
手
県
交
運

労
協
の
取
り
組
む
課
題
は
多
く
あ

る
が
、
加
盟
す
る
単
産
・
単
組
の

団
結
で
前
進
に
向
け
奮
闘
し
よ

う
」
と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
来
賓
の
武
部
勝
彦
東
北

運
輸
局
岩
手
運
輸
支
局
長
・
八
幡

博
文
連
合
岩
手
事
務
局
長
・
小
野

武
東
北
交
運
労
協
副
議
長
・
畑
こ

う
じ
元
衆
議
院
議
員
（
衆
議
院
議

員
岩
手
２
区
選
挙
区
予
定
候
補

者
）
か
ら
激
励
の
挨
拶
を
受
け
、

石
崎
武
則
事
務
局
長
（
J
R
総
連

岩
手
県
協
議
会
）
が
、
２
０
１
５

年
度
活
動
報
告
・
決
算
報
告
及
び

２
０
１
６
年
度
運
動
方
針
（
案
）
・

予
算
（
案
）
を
報
告
・
提
案
し
、

代
議
員
の
質
問
・
意
見
を
受
け
、

全
体
の
拍
手
で
す
べ
て
の
議
案
が

承
認
さ
れ
た
。
最
後
に
２
０
１
６

年
度
新
役
員
を
選
出
し
、
最
後
に

柴
谷
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

総
会
を
終
了
し
た
。

　

新
役
員
３
役
体
制
は
次
の
通
り
。

　
　
　
　
　

◇

議
長　

柴
谷　

正
孝

　
　

（
運
輸
労
連
岩
手
県
連
合
）

副
議
長　

佐
藤　

浩
之

　
　

（
私
鉄
総
連
岩
手
県
連
合
）

副
議
長　

工
藤　

和
男

　
　

（
交
通
労
連
岩
手
県
支
部
） 

副
議
長　

森　
　

茂

　
　
（
全
自
交
労
連
岩
手
地
方
本
部
）

事
務
局
長　

石
崎　

武
則

　
　

（
Ｊ
Ｒ
総
連
岩
手
県
協
議
会
）

　

第
１
２
７
回
拡
大
地
地
方
委
員

会
が
２
月
25
日
（
土
）
に
盛
岡
市

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ

リ
ー
・
リ
リ
オ
で
開
催
さ
れ
る
。

　

拡
大
地
方
委
員
会
で
は
、
１
月

29
日
の
第
１
８
７
回
拡
大
中
央
委

員
会
、
２
月
５
日
の
第
34
回
東
日

本
本
部
拡
大
委
員
会
の
方
針
決
定

を
受
け
、
新
規
採
用
者
を
含
め
た

組
織
拡
大
の
取
り
組
み
、
２
０
１

７
春
闘
、
労
働
条
件
の
改
善
等
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
る
。

　

地
方
委
員
は
別
記
の
11
人
。
他

に
特
別
委
員
と
し
て
支
部
・
地
区

協
・
職
能
別
協
議
会
か
ら
各
１
人
、

分
会
代
表
と
し
て
各
１
人
の
参
加

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

◇

【
盛
岡
支
部
７
人
】

近
藤　

信
博
（
盛
岡
駅
連
合
分
会
）

大
西　

信
行
（
盛
岡
施
設
分
会
）

八
重
樫
俊
昭
（
盛
岡
電
気
分
会
）

上
村　

義
光
（
一
戸
地
域
分
会
）

佐
藤　

弘
昭
（
北
上
駅
連
合
分
会
）

千
葉　

明
告
（
一
関
工
務
分
会
）

留
場　

義
継
（
宮
古
地
域
分
会
）

【
青
森
支
部
４
人
】

小
原　

典
昭
（
青
森
駅
連
合
分
会
）

横
浜　

幸
徳
（
青
森
施
設
分
会
）

野
坂　

信
広
（
三
沢
野
辺
地
地
域
分
会
）

加
藤　
　

寿
（
八
戸
貨
物
分
会
）

〈75人参加〉

〈70人参加〉

1月８日青森支部
＝＝青森労働福祉会館＝＝

1月９日盛岡支部
＝＝リリオ・盛岡市＝＝

阿部一久委員長の挨拶か
ら始まり・写真上 / 各地
区の代表者の決意表明も
行われた・写真左

佐藤都久雄副委員長の挨
拶から始まり祝宴へ・写
真上／最後は全員での国
鉄労働組合歌・写真左

　

互
助
会
の
「
期
末
手
当
付
加

給
付
制
度
」
は
、
病
気
等
の
欠

勤
で
期
末
手
当
に
期
間
率
が
適

用
と
な
っ
て
減
額
さ
れ
た
組
合

員
の
生
活
保
障
を
す
る
た
め
の

制
度
で
す
。

　

制
度
発
足
以
来
15
年
を
経
過

し
今
日
ま
で
給
付
件
数
は
1
２

３
件
。
給
付
金
も
1
、
２
２
７

万
円
ほ
ど
支
払
い
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

給
付
を
受
け
ら
れ
た
組
合
員

か
ら
は
「
付
加
給
付
制
度
」
に

加
入
を
し
て
い
て
本
当
に
良
か

っ
た
と
声
を
大
に
し
て
喜
ば
れ
、

互
助
会
と
し
て
生
活
保
障
の
一

躍
を
担
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

是
非
、
こ
の
機
会
に
、
も
う

一
度
身
の
回
り
を
考
え
、
今
制

度
に
加
入
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
案

内
致
し
ま
す
。

　

今
回
の
募
集
は
、
2
0
1
７

年
４
月
期
加
入
と
な
り
ま
す
。

掛
金
は
、
2
0
1
７
年
4
月
か

ら
徴
収
し
、
給
付
発
生
は
、
今

年
の
年
末
手
当
減
額
分
か
ら
と

な
り
ま
す
。

　

そ
れ
以
降
の
加
入
時
期
は
、

毎
年
四
月
と
10
月
を
加
入
・
増

口
月
間
と
し
ま
す
。

『
掛
金
』

月
額
一
口　

2
0
0
円

互
助
会
加
入
口
数
を
限
度
と
す

る
。

『
給
付
金
』

期
間
率
1
日
に
つ
き
、
1
0
0
0

円
給
付
。

《
互
助
会
加
入
が
条
件
》

  

＝
3
月
15
日
迄
に
手
続
き
を
＝

◎
「
期
末
手
当
付
加
給
付
」
の

加
入
資
格
は
、
現
行
互
助
会
に

加
入
さ
れ
て
い
る
組
合
員
と
な

り
ま
す
の
で
、
互
助
会
未
加
入

者
で
「
期
末
手
当
付
加
給
付
制

度
」
の
加
入
を
希
望
の
方
は
互

助
会
加
入
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。

　

「
互
助
会
」
及
び
「
末
期
手

当
付
加
給
付
制
度
」
の
加
入
手

続
き
は
、
３
月
15
日
ま
で
分
会

担
当
者
ま
た
は
、
互
助
会
事
務

局
へ
直
接
電
話
で
加
入
の
申
込

み
を
し
て
下
さ
い
。

〈掛金徴収〉
　・2017年４月から
〈給付発生〉
　・2017年年末手当減額分から
〈期間率調査期間〉
　・2017年４月１日～
　　　　　　2017年９月30日
〈問い合わせ先〉担当・村上真一まで
　　　　　　　（毎週・木曜日勤務）
　TEL（ＪＲ）０３３－２２７６
　TEL（ＮＴＴ）０１９－６５２－４８４１

4月期加入・増口案内
期末手当付加給付制度

地本互助会だより

＝＝
期
末
手
当
付
加
給
付
制
度
＝＝

万
が
一
に
そ
な
え
よ
う

   

自
分
と
家
族
の
た
め
に

＝＝
期
末
手
当
付
加
給
付
制
度
＝＝

万
が
一
に
そ
な
え
よ
う

   

自
分
と
家
族
の
た
め
に

 201７春闘勝利

日　時　２０１7年３月３日（金）　
　　　　１２時００分～１５時30分

場　所　ホテル法華クラブ仙台

内　容　

＝＝組合員多数の参加を＝＝

第１部　東北労働講座　12：00～
　　　　テーマ　ＪＲ発足30年、地域の持続性と鉄道の役割
　　　　講　師　上岡　直見　氏
　　　　　　　　　（交通権学会会長）
第２部　春闘勝利総決起集会　13：30～
　　　　※集会終了後デモ行進、
　　　　　同会場から仙台駅付近迄　

第 2 9 回 盛 岡 地 方
運輸協議会定期委員会

議
長
に
小
野
寺
俊
彦
氏
を
選
出

＝小野寺議長の団結カンバローで委員会を終了＝


